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１．一次検査時の年齢階級別受診割合
（「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表３関係）

○高校相当世代以下と高校等卒業世代との比較

【先行検査】   平成23・24・25年度実施対象市町村

【本格検査（検査2回目）】 　平成26・27年度実施対象市町村

※　年齢階級は、各年度4月1日時点の年齢。

２．二次検査対象者の割合
（「先行検査結果概要（平成28年度追補版）」・「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表１関係）

○一次検査結果判定者数に占める二次検査対象者数の割合（一次検査時の年齢階級別）

【先行検査】   平成23・24・25年度実施対象市町村

【本格検査（検査2回目）】 　平成26・27年度実施対象市町村

甲状腺検査先行検査と本格検査（検査2回目）の実施結果について

平成29年6月30日現在

平成29年3月31日現在
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３．細胞診受診者の割合「検討委員会資料表5関係」
（「先行検査結果概要（平成28年度追補版）」表３・「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表５関係）

○二次検査の結果Ａ1・Ａ2相当以外の方のうち、細胞診受診者の割合（二次検査時の年齢階級別）

【先行検査】   平成23・24・25年度実施対象市町村

【本格検査（検査2回目）】 　平成26・27年度実施対象市町村

(参考）　二次検査の結果Ａ1・Ａ2相当以外の方のうち、細胞診受診者の割合

㉓ ㉔ ㉕ 合計 ㉖ ㉗ 合計
64.3 44.3 29.8 39.7 19.3 9.3 15.0

４．年齢階級別細胞診結果（検査時平均年齢と平均腫瘍径の（　）内は範囲を示す）
（「先行検査結果概要（平成28年度追補版）」表４ ・ 「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表６関係）

先行検査 本格検査（検査２回目）
実施対象市町村

細胞診受診者の割合

平成29年6月30日現在

平成29年3月31日現在

平成29年6月30日現在
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先行検査（平成29年3月31日現在）（表4） ～14歳 15～19歳 20歳～ 全年齢

・悪性ないし悪性疑い 17人 72人 27人 116人

・男性：女性 5人：12人 27人：45人 7人：20人 39人：77人

・平均年齢（検査時） 12.5±1.6歳（8-14歳） 17.3±1.5歳（15-19歳） 20.4±0.6歳（20-22歳） 17.3±2.7歳（8-22歳）

・平均年齢（震災当時） 10.4±1.8歳（6-13歳） 14.9±1.7歳（11-18歳） 17.5±0.6歳（16-18歳） 14.9±2.6歳（6-18歳）

・平均腫瘍径 15.3±6.3㎜（6.0-30.3㎜） 13.3±7.4㎜（5.1-40.5㎜） 14.9±9.7㎜（5.3-45.0㎜） 13.9±7.8㎜（5.1-45.0㎜）

本格検査<検査2回目>（平成29年6月30日現在）（表6） ～14歳 15～19歳 20歳～ 全年齢

・悪性ないし悪性疑い 15人 38人 18人 71人

・男性：女性 9人：6人 13人：25人 10人：8人 32人：39人

・平均年齢（検査時） 12.1±1.4歳（9-14歳） 17.0±1.4歳（15-19歳） 20.8±1.0歳（20-23歳） 16.9±3.2歳（9-23歳）

・平均年齢（震災当時） 8.1±1.5歳（5-10歳） 12.6±1.6歳（10-15歳） 16.6±1.1歳（15-18歳） 12.6±3.2歳（5-18歳）

・平均腫瘍径 14.4±8.6㎜（7.0-35.6㎜） 10.8±4.7㎜（5.3-23.6㎜） 9.1±2.8㎜（5.7-14.6㎜） 11.1±5.6㎜（5.3-35.6㎜）
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